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   The indwelling catheter was siliconized with  "  Siliconizer  " and employed for nephrostomy, 
ureterostomy and cystostomy. In 16 out of 20 cases in which the siliconized catheter was used, 
less deposition of salt was noted on the inside wall of the catheter than that of non-siliconized 
catheter, and the usage of one catheter was able to extend as long as twice of duration.
1緒 言
シ リコー ンsiliconeとは有機 硅素重合体の総
称で あって,そ の構 造は 一Si-o-Si一を骨格 と
し,こ れに有機基 のつ いた重合 体で ある.シ リ
コーソ重合体には各種 の性状 を有 す る化合物が
あっ て,油,グ リース,ゴ ム,樹 脂 などが あげ
られ,臨 床医学 に も広 く使用 され るようになっ
た.
シ リコーンの特徴 としては,耐 熱性,耐 薬 品
性,耐 水性に富み,か つ組織 に対 す る刺戟が少
ない ことな どであ る.こ の ような性状が注 目さ
れて,尿 路 に対 して もシ リコーン材 を使用す る
報告がみ られ る ようになった.Nicolaはシ リ
コーンゴムを尿道 欠損部 に使 用 して良好 な結果
を得 た と述べ てい る,ま たBlumら は実験 的
にurethralprosthesisおよびurethralvalve
としてシ リコー ンゴムを使用 し,さ らにFried-
manら は シ リコーソ ゴム膜を 代用膀胱 として
検討 を加 えてい るが,い ず れ もなお,永 久的な
使用 にた えな い段階 であ る.著 者の一人松尾は
さ きに 膀胱 内 異物結石 形成実験 を 行 なった結
果,シ リコー ン加工 ゴムを核 とした ものでは最
も結石が 出来 に くかった.こ こで泌 尿器科臨床
上常用 され ている留置 カテ ーテルの塩類沈着 防
止,ひ いてはカテーテル交 換回数の減少 を期 待
して,シ リコー ン化 を こころみた ところ,非 シ
リコソ化 カテ ーテル と比較 して極めて良好な成


















































2,実 験 成 績
自験20例の疾患名,手術名,感染菌種,沈 着塩類の
成分,シ リコーン加工カテーテルの使用結果は表1に






コーン加工(以 下Nと 略記する)カ テーテルを30日間
留置 し,次いでシリコーン加工(以 下Sと 略記する)
カテーテルを同じく30日間留置した,両 者の割面にお


































両側に8号 のNカ テーテルをまず留置して観察 して
いたが,14日目には両側とも閉塞の状態となったので
抜表した.割 面をみると,内腔は大小不同の塩類で満






























両 腎 結 核
子宮癌術後,右腎捌
除術後左水腎症
尿 道 外 傷
子宮癌手術後両水腎
症
膀 胱 腫 瘍
尿道癌術後両水腎
両 腎 結 核
両 腎 結 核
子宮癌術後右水腎症
膀 胱 腫 瘍
両 腎 結 核
子宮癌術後水腎症
膀 胱 腫 瘍
前 立 腺 癌
膀 胱 腫 瘍
両 腎 結 核
子宮癌および左水腎
症
両 腎 結 核
両 腎 結 核
子 宮癌 術 後無 尿
手 術 名
左 腎 痩 術
〃
膀 胱 痩 術
両尿管 皮 膚痩 術
〃
〃
左 腎 痩 術
〃
右 腎 繧 術
膀 胱 全 別 除 術
両 尿管 皮膚 痩 術
右 腎 痩 術
両 尿管 皮膚 痩 術
膀 胱 全 別 除 術
両 尿管 皮膚 痩 術
膀 胱 痩 術
膀 胱 全 別 除 術
両 尿管 皮 膚痩 術
左 腎 繧 術
〃
〃
左 腎 痩 術
両 尿 管皮 膚痩 術
































































































膀胱全則除術 ならびに 両側尿管 皮膚痩術を 行なっ
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表1の 如 くで あ った.す なわ ち塩 類 の 沈着 状態 お よび
カテ ー テ ル使 用 可 能 期 間に つ い て み る と,シ リ コー ソ
加 工 の 効果 が 全 く見 られ なか った もの が3例,ほ とん
ど変化 が なか った もの が1例 あ った が,残 りの16例で
は す べ て満 足す べ き良 好 な成 績 が え られ,非 シ リ コー
ソ加 工 の もの よ り塩 類 の 沈着 が少 な く,ほ ぼ2倍 の期
間 に わ た る 留置 が 可 能 で あ った.
沈 着 塩 の成 分 はす べ て燐 酸 塩で あ って,全 例に 燐 酸
マ グネ シ ウム ア ソ モ ンが証 明 され た.さ らに この 内 の
2例 に は 燐酸 カ ル シ ウ ム も混在 し てい るの が 証 明 され
た.
感 染 は 細菌 培 養 試 験 を 行 な った13例全 例 に み とめ ら
れ た.菌 種 は 表2の 如 くProteus7例,Staphylococcus
6例,Pseudomonas5例,Providencia3例お よ
びEnterococcus,Cloaca,Candidaの各1例 で あ っ
た,ま たProteus,Staphylococcusなど の尿 素 分 解菌
の感 染 が 証 明 された 例 で は,一 般 に塩 類 沈 着 の 傾 向 が
著 明で あ った.

































有機硅素 重合体 としては ポ リシ ラン 重合物
(-Si-Si-Si-Si-),ポリ シル アル キ レソ 重合物
(-Si-R-Si-R-),シロキサ ン重合体(-Si-O-Si-
O-)な どが あげ られ る.
シ リコーソの分子構造 の骨格 は,硅 酸塩鉱物
と同 じ く,上 記の シロキサ ン結合 より成 ってい
て,硅 素原子に さらに アル キル,ア リル などの
有機 基お よび その誘導基が結合 したもので次 図
の ような構造 を有す る.
シ リコーソの中には油,グ リース,ゴ ム,樹
脂 な どの性質 を もつ ものに分類 され,そ れぞれ
シ リコーン油,シ リコーン グ リース,シ リコー
ンゴム,シ リコーン樹脂 な どと呼ば れてい る.
シ リコーソ油 として実用化 の最 も進 んでい る
ものは,ジ メチル シ リコーン重合体 か ら成 る鎖
状化合物 であ る.そ の特性 としては,i)広 い
温度変化 に 対 して も 粘度変化が 小 さい こと,
ii)耐熱性,耐 酸性が大 であって,350～4000c
にて 不安定 とな る こと,iii)耐水性 が よい こ
と,iv)電気的性質が優秀 であ ること,V)圧
縮率 が大 で,表 面張 力が小 さい ことなどが示 さ
れてい る.ベ ンゼ ソ,ト ルエ ソ,四 塩化炭素,
クロロホル ム,エ ーテルに とけ,メ タ ノール,
エチ レソグ リコール,パ ラフィ ン,植 物油 には
溶けない 弗化水素酸 を除 く稀 アル カ リ,稀 酸
には浸 されない.工 業的 には水圧器,変 圧器用
油,拡 散 ポ ンプ油,潤 滑油 な どに使用 されてい
る.
シ リコーング リースはシ リコーン油 を加熱加
工す るか,ま たは金属石鹸 を加 えて加工 した も
ので,温 度に よって も流動性 の変化 が少 ない.
高,低 温用真空 グ リース,潤 滑 剤 として用い ら
れ る.
シ リコーンゴムは シ リコーン油 の構造 で κ>
200の鎖状化合物 に,充 填剤,加 硫剤 を加 えて加
熱処理 を した もので,熱安定性が よ く300。Cまで
分解す ることが ない 従 って高,低 温用 パヅキ
ング,電 線被覆用 などに用 い られ るが,機 械的
性質は天 然 ゴムに比べ ると良好 とは いえない.
シ リコーソ樹脂は長鎖状分子か ら出来 てい る
液状物 を加熱処理 して,鎖 状分子間 に三次元的
な結合 を起 させ て作 る熱硬化性樹脂 である.用
途 としては素地 に加工 する様式 で用 い られる こ
とが多 く,例 えば ガ ラス織物 に塗布 して電気機
器に用 いた り,掻 水性皮膜 として窯業製 品,金
属 などに加工す る他用途 は極 めて広 い.
臨床的 に もシ リコーン製 品は優れ た耐 熱性,
稲 田他:尿 路 留 置 用 ネ ラ トソ カ テ ーテ ル の シ リコー ソ加 工 に つ い て
耐薬品性,耐 老化性,耐 久性,耐 水性,耐 油性
な どの他非膠着性 なた めに血液 を凝 固す る こと
が少 ない ので,各 種 の生体用医療 品 として使 用
され るよ うに なっ て来 た.各 種 チューブ.ゾ ソ
デ,カ テーテル,ド レー ソな どにシ リコーン製
品特 にシ リコーン ゴムが用 い られてい る.
泌尿器科領域 において最 も頻用 され るカテ ー
テル としては,各 種 尿痩設 置術 後に使 われ る留
置カテーテルがあげ られ る.従 来は普通 のゴム
カテ ーテルが利用 されていたが,塩 類 の沈着が
著明であ ることや耐久性に欠け る点 で改善が望
まれ てい た,1948年Farrisらが最初 に合成 高
分子化合物を尿路留置 カテーテル として使 用 し
た.彼 等は尿管皮膚痩,腎 痩,膀 胱痩 にポ リビ
ニール管 を留置 した所,塩 類 の沈着 が非常 に少
なか った と述べ ている.
著者 の一人松尾 は,ラ ッ トにおけ る膀 胱内異
物結石形成実験 を行 なって,シ リコーソ加工 ゴ
ムでは非加工 の ものに比べて結石の形成が著明
に抑 制 され た ことを記 載 した.こ こにお いて今
回は通常使 用 され てい るネ ラ トンゴムカテーテ
ルにシ リコーン 加工 を 施 して 留置用に 試用 し
た.勿 論 シ リコーンゴム製 カテーテル も市販 さ
れ るようにな ったが,入 手 の容 易な普通 の ゴム
カテ ーテルにSiliconizerで加工 した ものにつ
いて検討 を加 えた.
まず10%Siliconizer加工 カテーテルでは,
流水中で燈水性 をみ た所,約14日 間 は覆 膜は完
全に保存 され ている ことを知 った.次 いで留置
カテーテル を必要 とした20症例に応 用 した所,
非 シ リコーン加工 カテーテルに比べて留置期 間
を2倍 に延長 させ る ことが可能であった.し か
し小数例 においては対 照の普通 ゴムカテーテル
との聞 に 差がみ られ なか った.以 上の 成績 よ
り,尿 路 留置 カテ ーテル としてシ リコーン加工
を行 なった ものを推賞 したい
尿 路留置 カテ ーテル設置例 においては,尿 路
感染 は まず避け られ ない厄介 な合併症 であ る.
自験例の中 で細 菌培養検 査を行 なった13例全例
にProteus,Staphylococcus,Pseudomonasなど
の感染が証 明 された.一 方,沈 着塩類 の成分は
全例 において燐 酸マ グネシウムアソモ ソが証 明
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され,一 部に は燐酸 カルシウムをも混合す る も
のが あった.特 に尿素分解能 を有す るProteus,
Staphylococcus感染例 では 塩類沈着が 著 明で
あった,Vermeulenらは膀胱 内異物結石実験
で,ブ ドウ糖利尿 に よって形成抑 制に働 くと述
べ,松 尾 も同様 の成 債を収 めている。従 って尿
量の増加に よって カテ ーテル内の沈着塩 量をあ
る程度は減少 させ ることが出来 ると思 われ る.
また感染の防止 も有意義 と考え られ る.さ らに
尿を 酸 生化す る 薬剤 の 投与 に よって も,当 然
抑制 出来 ると推定出来 るが,留 置 カテ ーテルを
使用 している症例は腎機能の低下 してい るもの
が多 く,こ れ らの薬剤にて酸血 症を来す危険が
あ り,か つ尿pHの 変動 も少ないので,適 当 と
はいえない またわれわれ症例 中には尿管周囲
炎お よび尿管 周囲膿瘍が各1例 み られ たが,こ
れはシ リコー ン加工 カテーテル の組織に対す る
直接 刺激ではな く,カ テーテル 内腔閉塞 のため
の感染お よび内圧 の上昇 に よる と考 え られ た.
シ リコーソ製 品の泌 尿器科領域 におけ るその
他の 利 用法 としては,Nicolaらの 代 用尿道,
Blumらの代用尿管,Kohlorらに よる代 用尿
管弁,Friedmanらに よる代用膀胱 な どがあ る
が,な お臨床的 に応用す るには検討 の余地が存
在す る.さ らにPlentissは義 睾丸 と してシ リ
コーソ ゴムが最 も優秀 である と述べ てお り,泌
尿器科 領域 におけるシ リコーソの利 用は将来多
くの可能性 を持 ってい ると考 え られる.
V結 語
各種尿痩に対 して使用す る留置 カテ ーテルを
Siliconizerによっ てシ リコーソ 加工 し,臨 床
例につ いて検討 を加 えた.
20例の留置 カテーテル例 にシ リコーン化 した
ものを使 用 した所,16例において非シ リコーソ
化 ゴムカテ ーテルに 比べて 塩類 の 沈着 が 少な
く,か つ使用期 間を約2倍 に延長す る ことが出














7)松 尾=泌 尿 紀 要,12=861,1966.





































図1.シ リコ ー ソ加 工 カ テ ー テル の揆 水 性
A:10%群,シ リ コン加 工14日目.
B:5%群,シ リ コー ソ加 工14日目.
A,Bと もに揆 水 性 を 認 め る.
C:10%群,20日 目。
D:5%群,20日 目.
C,Dと もに揆 水 性 を 減 じて い る が,Dで は ほ
とん ど証 明 され な い
ジ 霧
D開瞬鞠 闘励鳳励騙麟 賑顧 躯 鰯岬劇顧1
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図3.症 例2.
A:非 シ リコ ー ソ加 工 カテ ー テル21目目,多 量 の
塩類 沈 着 が み られ る.
B:シ リ コー ソ加 工 カテ ー テ ル21日目,塩 類 沈着
は 少 量 で あ る.
C:同 上 カ テ ーテ ル35日目,軽 度 の塩 類 沈 着 に 止
ま る.
D:同 上60日目,多 量 の塩 類 沈 着 が み られ る が,
Aよ りも結 晶は 小 さい
A
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図2,症 例1
A:非 シ リコ ー ン加工 カ テ ーテ ル30日目,少 量 の
塩 類 沈 着 が み られ る.
Bシ リコ ー ソ加 工 カ テ ー テル30日目,塩 類 沈 着
は 明 らか にAよ り少 な い.
C:同 上50日目,塩 類 沈 着 は全 くない.
D同 上60日目,軽 度 の 沈 着 がみ られ る.
`　 'け ・一『騨 ・懲潔 ・,、漢餓 ∫識 、・
.t.、燃 毒 漁 ・嚇 」 瀞 継 。礁 二》蕊艦 鹸輔
図4,症 例5.
A:非 シ リコー ン加 工 カ テ ーテ ル14日目,
左(上),右(下)両 側 と も塩 類 の た めに 内
腔 が ほ とん ど閉 塞 して い る,
B.シ リコー ソ加 工 カ テ ーテ ル14日目,軽 度 の
沈 着 をみ るに す ぎな い.
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A:非 シ リコ ー ソ加 工 カ テ ー テル10日目,両
側 と もほ とん ど閉塞 して い る.
B=シ リコー ソ加工 カ テ ーテ ル14日目,両 側
と も塩 類沈 着 は中 等 度 で あ る.
Cシ リコー ン加工 カ テ ーテ ル21日目,
右 側(上)は 多 の沈 着 が み られ る が,
左 側(下)は 少量 にす ぎな い,
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A:非 シ リコー ソ加 工 カ テ ー テル30日目,
Bシ リコー ソ加 工 カ テ ーテ ル30日目.
A,Bの 間 に は ほ とん ど差 は な い
Cシ リコー ソ加 工 カ テ ーテ ル40日目,
左 側(上)は 沈 着 が ほ とん どな い が,
右 側(下)は 顕 著 で 閉塞 に 近 い 状 態 で あ る.
